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公営企業及び第三セクターの財務状況⑩

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  ホームページ : http://www.town.shirataka.lg.jp編集と発行／白鷹町総務課

　凧（たこ）づくり　　―　ぼくの凧が一番！　―
　１月30日、蚕桑地区公民館で「凧づくり事業」が行われ、小学校低学年の児童17人が参加しました。蚕桑放課後子ども教

室安全サポーターのかたに教わりながら、それぞれキャラクターなどの好きな絵を描き、凧を完成させました。雨のため、

公民館のホールで飛ばしてみると、全員の凧が元気に飛び上がり、子どもたちの体温も一気に上がっているようでした。
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基本構想 平成 22 年度～平成 31 年度（10 年間）

基本計画
平成 22 年度～平成 26 年度（前期 5 年）

平成 27 年度～平成 31 年度（後期 5 年）

計　画　期　間

  序   　論

  第１章　まちづくりの理念

  第２章　将　来　像

  第３章　まちづくりの目標と施策の大綱

  第４章　基本構想の推進に向けて

共創のまちづくり

１．住んでいる人が愛せるまちづくり

２．安全で安心なまちづくり

３．改革と自立のまちづくり

「共創のまちづくり」とは

　町民と行政がそれぞれの役割と責任の下で、
相互の立場を尊重し、情報を共有しながら、対
等な関係に立って協力していく「協働」の理念
を踏まえ、多様な主体との連携により新たな価
値を生み出し、創造、発展していくことをめざ
すものです。

　「住んで良かった、ずっと住み続けたい」という郷土を愛する心を持ち続けら
れるよう、活力に満ち、みんなが健康で、笑顔でくらせるまちをめざします。
　そして、人と人とのつながりを大事にし、心が通い合い、美しく自慢できるま
ちを次代に引き継いでいきます。

まちづくりの理念と将来像に基づき、白鷹町町民憲章をまちづくりの目標と定め、施策を展開していきます。
白鷹町町民憲章（昭和54年11月3日制定）

笑
え

顔
が お

かがやき　心かよう　美しいまち

１．豊かな自然を生
　　かし魅力ある美
　　しい町をつくり
　　ます

２．仕事にはげみ活
　　力ある産業の町
　　をつくります

３．たがいに助け合
　　い思いやりのあ
　　る楽しい町をつ
　　くります

４．進んで学び健康
　　につとめ文化の
　　町をつくります

５．きまりを守り信
　　頼を深め住みよ
　　い町をつくりま
　　す

(1)　森林の保全と農地の活用
(2)　環境に配慮した循環型社会の形成
(3)　美しいまちづくりの推進

(1)　持続可能な地域産業の振興
(2)　白鷹らしいものづくりの推進
(3)　特色ある産業の振興

(1)　子育てしやすい環境づくり
(2)　だれもが安心して暮らせる社会づくり
(3)　人・地域の元気づくり

(1)　元気で信頼される郷土の学校づくり
(2)　健康で創造性豊かなひとづくり
(3)　ひとを育てる多様な交流の推進

(1)　計画的な土地利用
(2)　安心して住めるまちづくりの推進
(3)　地域交通の確保・充実
(4)　良好な生活環境の向上

基
本
計
画
�
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�
�
事
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�
具
体
化
�
平
成
22
年
度
策
定
予
定
�

１．情報の共有と町民主体のまちづくり
２．新たな公共の形の創造と行財政改革の推進
３．国、県、関係市町との連携

第５次白鷹町総合計画基本構想（中間報告）の概要

　私たちは、白鷹山と最上川にはぐくまれ、長い歴史と伝統に生きる町民
です。誇りと責任をもって郷土の発展につくします。
１　豊かな自然を生かし魅力ある美しい町をつくります
１　仕事にはげみ活力ある産業の町をつくります
１　たがいに助け合い思いやりのある楽しい町をつくります
１　進んで学び健康につとめ文化の町をつくります
１　きまりを守り信頼を深め住みよい町をつくります

　町では、今後のまちづくりの指針となる新たな総合計画の策定作業を進めています。総合計画は基本構想、
基本計画、実施計画で構成されますが、平成21年度は、まちづくりの方向性を示す基本構想をとりまとめる
予定です。構想の策定にあたっては、今年度行いました「まちづくりアンケート」や「まちづくり座談会」
を踏まえ、町民のかたがたによる第５次白鷹町総合計画策定町民会議を設置し検討してきました。
　この結果、基本構想の中間報告がまとまりましたので、その概要をお知らせします。各地区公民館や町ホ
ームページなどで全文を公開しておりますのでご覧ください。今後、基本構想は皆さんのご意見などを受け、
町の振興審議会に諮り決定することとなります。
　平成22年度には、この基本構想の実現に向けた具体的な手段や手順を明らかにする基本計画を策定する予
定です。

第５次白鷹町総合計画　　　　　基本構想中間報告へのご意見をお寄せください

～笑
え

顔
がお

かがやき　心かよう　美しいまち～

まちづくりの目標 施策の大綱

中間報告に対するご意見は本紙に添付の「広報直通便」または、町ホームページに掲載している「意見提出
様式」に必要事項をご記入のうえ、郵送・ＦＡＸ・電子メールなどでお寄せください。

○中間報告公開場所　　総務課（役場２階）　、　中央公民館、　各地区公民館　、　町ホームページ
○意見募集期間　２月18日（木）まで（必着）　　　　　　■問い合わせ　総務課企画調整係　☎85－6123
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　１月26日、荒砥高校健康福祉コースの３
年生が白光園を訪問し、お年寄りの前で歌
や楽器の演奏を披露しました。総合司会を
はじめ、すべて生徒によるプログラムで構
成され、この日のために練習してきた「北
国の春」の合唱や、ハンドベルで「ゆうや
けこやけ」などを演奏しました。親しみや
すい曲が選曲され、手拍子が起こるなど会
場は終始なごやかな雰囲気に包まれていま
した。今回の訪問は授業の一環で毎年実施
されています。

　１月17日、荒砥高校の野球部員とその保
護者など約20人が、５班に分かれ10軒の除
雪ボランティアを実施しました。身長の高
さほどに積もった雪を捨てる作業はかなり
の重労働ですが、お年寄りから感謝の言葉
をかけられ、高校生はすがすがしい汗をか
きながら熱心に取り組んでいました。
　同日、高校生の取り組みに賛同した役場
の若手職員約20人も、お年寄り世帯の除雪
ボランティアを行いました。

お年寄り世帯除雪ボランティア

白光園訪問演奏会
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１
月
５
日
（
火
）、
荒
砥
高
校

で
、
荒
砥
高
校
生
徒
会
の
役
員
15

人
と
町
長
に
よ
る
「
荒
高
生
と
ま

ち
づ
く
り
座
談
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
生
徒
会
長
の
菊
地
康

紘
君
か
ら
「
荒
砥
高
校
は
町
民
の

皆
さ
ん
の
熱
意
で
つ
く
ら
れ
た
高

校
で
、
常
に
地
域
と
密
着
し
て
来

た
高
校
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

中
で
地
域
の
こ
と
を
考
え
る
の
は

と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
１

　
　

町
の
図
書
館
を
も
っ
と
充
実

　

さ
せ
て
ほ
し
い
。

　
　

現
在
の
中
央
公
民
館
の
改
修

　

計
画
の
中
で
、
公
民
館
棟
は
使

　

い
や
す
い
よ
う
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

　

ル
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、検
討
し
て
参
り
ま

　

す
。

　
　

白
鷹
の
Ｃ
Ｍ
作
り
を
荒
砥
高

　

校
生
に
協
力
さ
せ
て
ほ
し
い
。

　
　

ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

　

い
と
思
い
ま
す
。
東
北
芸
術
工

　

科
大
学
の
学
生
か
ら
も
同
様
の

　

声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆

　

さ
ん
で
協
力
し
、
自
分
た
ち
の

　

町
と
し
て
、
地
元
を
上
手
に
Ｐ

　

Ｒ
で
き
る
内
容
の
Ｃ
Ｍ
を
作
れ

　

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
担
当
を
伺

　

わ
せ
て
、
皆
さ
ん
の
い
ろ
ん
な

　

考
え
方
を
お
聞
き
し
な
が
ら
進

　

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
間
生
徒
会
を
つ
く
る
中
で
、
常

に
地
域
と
の
密
着
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
３
班
に
分
か
れ
ま
ち

づ
く
り
へ
の
提
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
主
な
回
答
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。＆

（
主
な
も
の
）

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
情
報
係

　
　
　
　
　
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

メ
ー
ル　

zadan@
shirataka.net

荒砥高校生による

地域貢献

　
　

夜
道
が
暗
く
危
険
な
た
め
通

　

学
路
へ
の
街
灯
を
設
置
し
て
ほ

　

し
い
。

　
　

防
犯
灯
の
設
置
は
地
域
の
皆

　

さ
ん
と
の
相
談
が
必
要
と
な
り

　

ま
す
。
具
体
的
に
ど
こ
が
暗
く

　

て
危
険
な
の
か
教
え
て
い
た
だ

　

き
、
設
置
を
検
討
さ
せ
て
い
た

　

だ
き
ま
す
。

　
　

高
校
卒
業
し
て
す
ぐ
就
職
す

　

る
と
、
県
外
や
海
外
の
人
と
交

　

流
す
る
機
会
が
な
か
な
か
あ
り

　

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
交
流
の
機
会
を

　

作
っ
て
ほ
し
い
。

　
　

皆
さ
ん
の
年
代
で
体
験
す
る

　

こ
と
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
に
い
ろ
ん
な
体
験
や
研
修

　

の
案
内
が
入
っ
て
い
る
と
思
い

　

ま
す
。
学
校
や
生
徒
の
皆
さ
ん

　

と
話
し
合
い
な
が
ら
、
交
流
の

　

機
会
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

　

る
よ
う
に
支
援
を
さ
せ
て
い
た

　

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①町の図書館をもっと充実させてほし
　い。
（町民の文化を育てるうえで重要だから）

②公園など憩いの場を増やしてほしい。
（お年寄りのかたにもっと外で人と接して

　ほしいから）

③白鷹のＣＭ作りを荒砥高校生に協力
　させてほしい。
（若者の視点から見た白鷹町を多くの人に

　伝えたい。）

①白鷹町の循環バスがほしい。
（気軽に町内を移動したいから）
②白鷹町の歴史文化や行事をたくさん
　の人に宣伝してほしい
（白鷹町のよさをたくさんの人に知っても
　らいたいから）
③通学路への街灯を設置してほしい。
（夜道が暗く危険なため）
④バスケットリングなどがある公園や
　足湯など、気軽に訪れることができ
　る場所がほしい。
⑤本屋や楽器店、ゲームセンターなど
　がある大型ショッピングモールがほ
　しい。
（白鷹町では買えず、遠くまで行かなけれ
　ばならないから）

①夜は周りが見えにくく危ないので、　
　街灯をもっと増やしてほしい。
②教材や文房具が買える本屋がほしい。
③将来に向けて、小さい子どものため
　の施設がほしい。
④医療機関をもっと充実してほしい。
（小児科や産婦人科）
⑤活気ある商店街がほしい。
⑥フラワー長井線の運賃を安くしてほ
　しい。
⑦部活動などで利用できる施設や場所
　がほしい。
⑧バスの本数を増やしてほしい。

１　班

３　班

２　班
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中
央
公
民
館
の
施
設
整
備
方
針（
公
民
館
棟
・
大
ホ
ー
ル
棟
）に
つ
い
て

　

町
の
生
涯
学
習
や
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
で
あ
る
中
央
公
民
館
の
施

設
に
関
し
て
は
、
教
育
委
員
会
が

中
心
と
な
り
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら

検
討
を
行
い
、
広
報
し
ら
た
か
10

月
13
日
号
で
は
中
間
報
告
、
１
月

12
日
号
で
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
踏
ま
え
教
育
委
員
会
で
取

り
ま
と
め
た
意
見
書
の
内
容
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、
教
育
委
員
会
か

ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
、
さ
ら
に

は
関
係
機
関
か
ら
の
ご
意
見
も
伺

い
、
施
設
の
今
後
の
あ
り
方
を
決

定
す
る
た
め
検
討
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
時
代
も
さ
け
て
は
通

れ
な
い
中
、
町
公
共
施
設
の
将
来

の
あ
り
方
や
町
民
の
か
た
が
た
の

ご
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
判
断
は

非
常
に
難
し
い
も
の
で
あ
り
ま
し

た
が
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見

す
え
次
の
よ
う
に
決
断
を
い
た
し

ま
し
た
。

　

今
あ
る
も
の
を
な
く
す
と
い
う

こ
と
は
、
非
常
に
大
き
な
決
断
で

す
。
も
う
少
し
猶
予
期
間
を
お
い

て
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
が
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
し
て
い

く
う
え
で
選
択
と
集
中
と
い
う
こ

と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
財
源
手
法
な
ど
も
考
え
た

と
き
、
今
現
在
で
の
判
断
も
迫
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
前
述
の
判
断

に
至
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
後
は
使
用
料
や
管
理

面
、
他
の
施
設
を
利
用
す
る
場
合

を
含
め
よ
り
使
い
や
す
い
施
設
と

し
て
い
く
た
め
、
町
民
の
み
な
さ

ん
と
の
対
話
を
通
し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
町
民
の
皆
さ
ん
に

愛
さ
れ
る
生
涯
学
習
・
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
施
設
と
な
る
中
央
公
民

館
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
中
央
公
民
館
（
公
民

館
棟
・
大
ホ
ー
ル
棟
）
の
整
備
の

方
向
性
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
、
ま
ち
づ
く
り
座
談
会

及
び
各
種
関
係
団
体
、
さ
ら
に
は

１
月
７
日
に
年
間
を
通
し
て
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
き
た
団
体
の
皆

さ
ん
と
意
見
交
換
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
ご
意

見
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

広
報
し
ら
た
か
１
月
号
で
お
知
ら

せ
し
た
意
見
書
内
容
に
つ
い
て
、

新
た
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
い
た
だ
い
た

主
な
ご
意
見

大
ホ
ー
ル
棟
に
つ
い
て

○
夜
間
利
用
や
規
模
な
ど
非
常
に

　

利
便
性
が
高
い
。
ぜ
ひ
残
し
て

　

ほ
し
い
。

○
「
必
要
」
と
い
う
町
民
の
盛
り

　

上
が
り
は
な
い
が
、
何
と
か
で

　

き
な
い
か
。

○
今
後
、
学
校
体
育
館
な
ど
は
学

　

校
だ
け
の
利
用
で
は
も
っ
た
い

　

な
い
時
代
に
な
る
。
大
ホ
ー
ル

　

に
ど
れ
ほ
ど
の
お
金
が
か
け
ら

　

れ
る
の
か
？

○
設
備
的
に
も
中
途
半
端
で
使
い

　

に
く
い
。
使
い
に
く
い
ま
ま
残

　

す
こ
と
は
疑
問
。
駐
車
場
も
足

　

り
な
い
。

○
規
模
だ
け
で
の
代
替
で
は
な
く
、

　

施
設
の
役
割
を
具
体
的
に
詰
め

　

る
必
要
が
あ
る
。

○
施
設
整
備
は
「
ま
ち
づ
く
り
」

　

全
体
で
の
視
点
の
検
討
が
必
要

　

で
あ
り
、
機
能
分
担
で
効
率
的

　

な
行
政
運
営
を
め
ざ
す
べ
き
。

代
替
施
設
利
用
の
課
題
に
つ
い
て

○
代
替
施
設
の
使
用
料
の
減
免
な

　

ど
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

○
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル

　

な
ど
も
開
放
で
き
な
い
か
？

○
け
が
の
防
止
と
い
う
関
係
か
ら

　

も
体
育
施
設（
山
狭
体
育
館
等
）

　

に
は
暖
房
を
お
願
い
し
た
い
。

○
町
全
体
の
施
設
に
関
す
る
情
報

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
そ
の
仕
組
み

　

づ
く
り
を
す
す
め
る
必
要
が
あ

　

る
。

○
健
康
も
情
報
も
お
金
で
買
う
時

　

代
。
小
中
学
生
は
無
料
で
も
、

　

他
の
団
体
な
ど
の
負
担
は
必
要
。

公
民
館
棟
に
つ
い
て

○
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
中
身
の
積
み

　

上
げ
が
必
要
。
大
ホ
ー
ル
よ
り

　

大
事
。

○
図
書
館
は
、
１
階
に
あ
れ
ば
利

　

用
し
や
す
い
。
是
非
充
実
を
お

　

願
い
し
た
い
。

○
図
書
館
は
仕
事
終
わ
り
の
時
間

　

で
も
利
用
で
き
る
よ
う
検
討
し

　

て
ほ
し
い
。

○
文
化
向
上
の
場
所
と
し
て
も
必

　

要
な
施
設
で
あ
る
。

そ
の
機
能
は
既
存
施
設
で
分
担
を
し
な
が
ら
代
替
し
て
い
く

と
と
も
に
、

大
�
ー
ル
棟
は
取
�
壊
し

公
民
館
棟
は
�
ニ
�
ー
ア
ル

を
図
り
、
生
涯
学
習
及
び
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
機
能

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

●
募
集
す
る
審
議
会
等
委
員
の
職

務
と
人
数
、
応
募
資
格
な
ど

白
鷹
町
社
会
教
育
委
員
�
兼
�

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

�
社
会
教
育
委
員

�

社
会
教
育
�
関
�
研
究
調
査
�

�
�
行
�
�
教
育
委
員
会
�
諮
問

�
応
�
意
見
�
述
�
�
機
関
�
�
�

�
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

�

教
育
委
員
会
�
諮
問
�
応
�
�

公
民
館
�
�
�
�
各
種
�
事
業
�

企
画
実
施
�
�
�
調
査
審
議
�
�

機
関
�
�
�

�
募
集
人
員�

�
人

�
応
募
資
格

�
町
内
�
住
所
�
有
�
�
応
募
時

�

点
�
満
25
歳
以
上
�
�
�

�
年
10
回
程
度
�
研
修
�
会
議
�

�

�
�
出
席
�
�
�
�
�

�
担
当
部
署�

教
育
委
員
会
生
涯

学
習
係�
☎
85

�

�
�
�
�
�

白
鷹
町
地
区
公
民
館
運
営
委
員

会
委
員

�

地
区
公
民
館
事
業
�
企
画
立
案
�

実
施
�
�
�
�
�
�
�
�
�
予
算

及
�
決
算
�
�
�
�
審
査
�
�
機

関
�
�
�

�
募
集
人
員�

各
地
区
公
民
館
�
人

�
応
募
資
格

�
各
地
区
公
民
館
�
管
轄
�
�
区

�

域
内
�
住
所
�
有
�
�
応
募
時

�

点
�
満
25
歳
以
上
�
�
�

�
年
12
回
程
度
�
事
業
�
会
議
�

�

�
�
出
席
�
�
�
�
�

�
担
当
部
署�

教
育
委
員
会
生
涯

学
習
係�
☎
85

�

�
�
�
�
�

白
鷹
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

�

教
育
委
員
会
�
諮
問
�
応
�
�

文
化
財
�
保
存
及
�
活
用
�
�
�

�
�
調
査
審
議
�
�
機
関
�
�
�

�
募
集
人
員�

�
人

�
応
募
資
格

�
町
内
�
住
所
�
有
�
�
応
募
時

�

点
�
満
25
歳
以
上
�
�
�

�
年
�
回
程
度
�
会
議
�
�
�
出

�

席
�
�
�
�
�

�
担
当
部
署�

教
育
委
員
会
文
化

振
興
係
�
☎
85

�

�
�
�
�
�

白
鷹
町
病
院
事
業
等
運
営
委
員

会
委
員

�

病
院
事
業
管
理
者
�
諮
問
�
応

�
�
病
院
事
業
等
�
運
営
�
関
�

�
審
議
�
�
機
関
�
�
�

各
種
審
議
会
等
委
員
�
募
集
�
�
�

�
募
集
人
員�

�
人

�
応
募
資
格

�
町
内
�
住
所
�
有
�
�
応
募
時

�

点
�
満
20
歳
以
上
�
�
�

�
病
院
事
業
等
�
経
営
�
興
味
�

�

�
持
�
�
�
�

�
年
�
�
�
回
程
度
�
会
議
�
�

�

�
出
席
�
�
�
�
�

�
担
当
部
署�

町
立
病
院
事
務
局

�
☎
85

�

�
�
�
�
�

●
応
募
資
格
（
共
通
事
項
）

◆
原
則
と
し
て
、
白
鷹
町
の
他
の

審
議
会
等
の
委
員
で
な
い
こ
と

◆
白
鷹
町
の
議
員
及
び
職
員
で
な

い
こ
と

◆
次
の
基
準
を
満
た
す
か
た

①
納
税
（
町
税
等
）
義
務
を
満
た

　

し
て
い
る
こ
と

②
公
民
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
破
産
宣
告
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

④
被
法
定
後
見
人
、
被
法
定
保
佐
人
、

　

被
法
定
補
助
人
で
な
い
こ
と

⑤
執
行
中
の
犯
罪
が
な
い
こ
と

●
任
期　

平
成
22
年
４
月
１
日
～

平
成
24
年
３
月
31
日
（
白
鷹
町
病

院
事
業
等
運
営
委
員
会
は
平
成
22

年
７
月
１
日
～
平
成
24
年
６
月
30

日
）

●
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
所

管
部
署
に
提
出
く
だ
さ
い
。（
応
募

要
項
・
応
募
用
紙
は
各
所
管
部
署

に
あ
り
ま
す
。
応
募
用
紙
は
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。）

●
応
募
の
締
め
切
り　

３
月
５
日

（
金
）
当
日
消
印
有
効
）

●
選
考
方
法　

委
員
等
選
考
審
査

会
で
審
査
の
う
え
選
考
し
ま
す
。

●
審
査
結
果　

応
募
者
全
員
に
通

知
し
ま
す
。

●
そ
の
他

◆
身
分　

町
の
非
常
勤
特
別
職

◆
委
員
報
酬

①
白
鷹
町
社
会
教
育
委
員

：
　

年
１
万
６
０
０
０
円

②
白
鷹
町
公
民
館
運
営
審
議
会
委

　

員

：

年
９
６
０
０
円

③
白
鷹
町
地
区
公
民
館
運
営
委
員

　

会
委
員

：

年
２
万
円

④
白
鷹
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委

　

員

：

年
１
万
６
０
０
０
円

⑤
白
鷹
町
病
院
事
業
等
運
営
委
員

　

会
委
員

：

一
日
６
０
０
０
円

（
会
議　

時
間
が
４
時
間
未
満
の

　

場
合
は
一
日
３
０
０
０
円
）

◆
各
審
議
会
等
の
委
員
は
、
町
の

非
常
勤
特
別
職
に
任
命
さ
れ
ま
す

の
で
、
白
鷹
町
個
人
情
報
保
護
条

例
第
３
条
第
２
項
の
適
用
を
受
け

る
と
と
も
に
、
同
条
例
の
規
定
に

違
反
し
た
場
合
（
職
務
上
知
り
得

た
個
人
の
秘
密
を
漏
ら
し
た
場
合

等
）
は
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

協
働
�
�
�
�
�
�
条
例
�
規
定
�
�
�
公
募

事
業
主
の
皆
�
ま
�

高
卒
求
人
が
不
足
し
て
い
ま
す

　

県
内
に
お
け
る
新
規
高
卒
者
の

就
職
内
定
状
況
は
、
11
月
末
現
在

に
お
い
て
、
求
人
数
が
前
年
同

期
比
で
42
・
３
％
減
少
す
る
な
か
、

就
職
内
定
率
が
71
・
9
％
と
な
っ

て
お
り
、
７
６
０
人
の
生
徒
が
内

定
を
得
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
例

年
に
な
い
大
変
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は

多
数
の
生
徒
が
未
内
定
の
ま
ま
卒

業
を
迎
え
、
次
代
を
担
う
若
年
者

の
人
材
育
成
及
び
地
元
定
着
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
大
変
厳
し
い
経
済
情
勢

の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
一
度

新
規
高
卒
者
の
採
用
に
つ
い
て
ご

検
討
い
た
だ
き
、
可
能
な
限
り
早

期
の
求
人
票
提
出
、
採
用
枠
の
拡

大
に
つ
い
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

長
井
（
☎
84

－

８
６
０
９
）

ま
た
は
、
山
形
労
働
局
職
業
安
定

部
職
業
安
定
課
（
☎
０
２
３

－

６
２
６

－

６
１
０
９
）
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白
鷹
�
宝�
深
山
和
紙
�
�
守
�
�
�

�

楮�
�
�
�
��
�
�
作
業

　１月17日、深山和紙センターで楮のふか
し作業が行われ、和紙センター運営委員の
かたを中心に、町外のかたなど約20人が参
加しました。この作業は、県の無形文化財
に指定されている深山和紙を守るため毎年
行われており、550㌔の楮を３回に分けて
蒸し、冷水に浸した後、手作業で皮をはぎ
ます。さらに乾燥させ、黒皮と呼ばれる表
皮をはいでようやく紙すきに使えるという
ことです。

　１月24日、深山観音堂で文化財防火訓練
が行われました。26日の「文化財防火デー」
に合わせて毎年行われているもので、観音
堂保存会や地元の消防団・消防白鷹分署な
ど約30人が参加しました。お堂付近に設置
されている消火栓や消火銃、消防車からの
ホースなど計４箇所から一斉に放水しまし
た。例年よりも雪が多く足元の悪い中、万
が一を想定し、真剣な表情で訓練が行われ
ました。

万
一
�
災
害
�
備
�
�

�

文
化
財
防
火
訓
練

だ
ん
ご
下
げ

　

町
立
病
院
と
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
そ
れ
ぞ
れ
の
玄
関
に
、
だ
ん
ご

の
木
が
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

　

小
正
月
に
合
わ
せ
て
、
町
健
康

づ
く
り
推
進
員
の
皆
さ
ん
が
飾
り

付
け
た
も
の
で
、
た
い
の
フ
ナ
菓

子
、
折
り
鶴
な
ど
が
き
れ
い
に
飾

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
は
各
家
庭
で
も
行
わ
れ
て
い

た
伝
統
行
事
。
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
守
っ
て
い
き
た
い
文
化
で
す
。

海
外
�
�
販
路
拡
大
�
�
�
�

�

啓
翁
桜
�
中
国�
大
連
市
�
�
出
荷

　２月１日、サンファームしらたかで啓翁
桜の出荷作業が行われました。今回出荷さ
れるのは、17ケース1020本の啓翁桜。出
荷先の中国大連市は気温が低いため、保温
シートを数パターン準備して出荷されまし
た。香港では好評を得た啓翁桜、中国でも
人々の心を温める存在になることを期待し
ています。今回の出荷は、㈱イーストクリ
エーション企画によるサンファームしらた
かとの連携事業です。

　１月５日、あゆ茶屋で冬の風物詩である
アユの寒風干し作業が始まりました。内臓
を取り除いたアユを秘伝のたれに漬け込み、
一列につるして５日ほど干します。出来上
がったものは「アユの寒風干（かんざら）
し」として販売されていますが、寒暖の差
があるほど味が凝縮されおいしくなるのだ
そうです。今年は、２月中旬までの期間で
約１万匹作られる予定です。

白
鷹
冬
�
風
物
詩

�

�
�
�
寒
風
干
�
作
業

町立病院のだんごの木健康福祉センターのだんごの木

平
成
22
年
芸
術
文
化
協
会

新
春
の
つ
ど
い

　

１
月
17
日
、
荒
砥
地
区
公
民
館

で
、
町
芸
術
文
化
協
会
の
新
春
の

つ
ど
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
員

な
ど
関
係
者
約
１
０
０
人
が
参
加

し
活
動
報
告
や
町
芸
術
文
化
賞
表

彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典

後
は
、
会
員
同
士
の
交
流
会
が
行

わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
や

今
年
の
抱
負
な
ど
の
話
に
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
町
芸
術
文
化
協
会

が
発
足
し
て
40
周
年
の
節
目
の
年

で
あ
り
、
山
形
県
県
民
芸
術
祭
の

開
幕
式
が
白
鷹
町
で
行
わ
れ
る
こ

と
が
内
定
し
て
い
ま
す
。
芸
術
文

化
の
振
興
に
よ
り
、
町
民
の
心
が

さ
ら
に
豊
か
で
高
ま
る
１
年
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

●
芸
術
文
化
賞
表
彰

○
金
田
清
子
さ
ん

　

（
白
鷹
ま
ん
さ
く
俳
句
会
）

企
業
�
�
�
地
域
貢
献

�

除
雪
�
�
�
�
�
�
出
動

　１月30日、那須建設㈱（長井市）グルー
プの社員が、町内の横田尻・深山・中山の
３軒のお年寄り世帯の除雪ボランティア
を行いました。これまでも社会貢献として
大雪の時などにボランティアを実施してお
り、町内でも降雪量の多い３地区で行われ
ました。ボランティアを受けたかたは、「今
年は一気に大量の雪が降り、自分ではどう
しようもなかったので大変ありがたい」と
話していました。

若者たちの出会いを応援してみませんか
－結婚相談員の募集のお知らせ－

　未来を担う若者たちの力は町を元気にしてくれま
す。出会いや婚活を支援するサポートを行う相談員
を募集します。
●活動内容　結婚に関する相談、婚活支援、仲人活
動など
●任期　平成22年４月１日～平成24年３月31日
●募集人員　15人程度
●応募資格
(1) 町内に住所を有するか、出身のかたで、応募時
　点で満20歳以上のかた
(2) 結婚問題に熱意と関心があり、ボランティアと
　して活動できるかた
(3) 原則として月１回程度の会議に出席できるかた
(4) 審議会等委員の要件（６ページ）を満たすこと
●応募締め切り　３月10日（水）当日消印有効
●その他
※応募方法、選考方法、審査結果は各種審議会等委
　員の募集と同じです。
※職務上知り得た個人の秘密を漏らした場合などは
　罰則の対象となります。
■申込・問い合わせ
　産業振興課商工振興係
　（☎85－6136）

　

１
月
９
日
～
10
日
、
東
京
都
三

鷹
大
沢
野
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会

場
に
、
第
５
回
東
日
本
中
学
生
親

善
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
に
開
催
さ
れ
た
県
大
会
で

準
優
勝
し
た
「
オ
ー
ル
西
置
賜
」

チ
ー
ム
が
県
代
表
で
出
場
し
、
白

鷹
西
中
か
ら
３
人
の
選
手
が
参
加

し
ま
し
た
。
硬
式
の
ボ
ー
ル
に
近

い
「
Ｋ
ボ
ー
ル
」
と
い
う
ボ
ー
ル

が
使
用
さ
れ
る
大
会
で
、
オ
ー
ル

西
置
賜
は
、
１
回
戦
で
「
東
村
山

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
と
対
戦
、
12

対
１
で
勝
利
し
ま
し
た
が
、
２
回

戦
で
「
小
平
ク
ラ
ブ
」
と
対
戦
し

３
対
４
で
惜
敗
と
い
う
結
果
で
し

た
。
選
手
に
と
っ
て
、
全
国
レ
ベ

ル
の
大
会
を
経
験
で
き
た
こ
と
は
、

と
て
も
大
き
な
収
穫
に
な
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

オ
ー
ル
西
置
賜
は
年
間
を
通
し

て
週
１
回
練
習
し
、
技
術
を
培
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
か
ら

も
、
上
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
中
野
球
部
か
ら
出
場
し
た
選
手

　

寒
河
江
大
作　

君
（
２
年
）

　

長
谷
部　

諒　

君
（
〃　

）

　

船
山
寿
希
也　

君
（
〃　

）

「
�
ー
ル
西
置
賜
」
東
日
本
大
会
出
場
（
野
球
）
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１　事業の概要

項　目 19 年度 20 年度 比較

給水人口 15,840 人 15,651 人 △ 189 人

年間総給水量 1,678,911 ㎥ 1,570,158 ㎥ △ 108,753 ㎥

1 日当たり平均給水量 4,587 ㎥ 4,302 ㎥ △ 285 ㎥

２　財務状況

◇貸借対照表 （単位 ： 千円）

項　目 18 年度 19 年度 20 年度

総資産 3,583,517 3,484,081 3,394,112

負　債 21,539 22,044 20,777

資　本 3,561,978 3,462,037 3,373,335

累積欠損金（＊ 1） 0 0 0

◇損益計算書 （単位 ： 千円）

項　目 18 年度 19 年度 20 年度

総収入 （＊ 2） 346,986 347,521 327,951

経常損益 46,190 50,816 46,578

当期損益 45,677 50,502 46,511

減価償却前当期損益 160,766 167,359 165,025

３　一般会計等の関与 （単位 ： 千円）

内　訳 18 年度 19 年度 20 年度 備　考

出資金 （＊ 3） 649 690 734
簡易水道建設改良
元金

補助金 （＊ 4） 1,937 1,915 1,791
高料金対策、 簡易
水道改良利子など

負担金 （＊ 5） 13,839 15,017 17,401
消火栓設置費、 公
衆水呑み栓など

繰出し金 （＊ 6） 0 0 0

うち基準内繰出 0 0 0

うち基準外繰出 0 0 0

合　計 16,425 17,622 19,926

４　企業債等の残高 （単位 ： 千円）

区　分 18 年度 19 年度 20 年度

企業債 （うち公的資金）
1,759,004

（1,759,004）
1,596,676

（1,596,676）
1,449,301

（1,449,301）

５　職員給与の状況（20 年度決算） （単位：千円、％）

人件費の
状況

支出額 （A） 人件費 （B）
人件費率

（B/A）

281,440 31,264 11.1

職員給与
費の状況

職員数
（A）

給料 手当
計

（B）
1 人当たり給
与費（A/B）

4 人 15,145 8,684 23,829 5,957

６　公共料金等の状況（20年度家庭用:１カ月当たり） （単位：円、税含み）

基本料金
口径 13mm 口径 20mm

従量料金
1 ㎥～ 50 ㎥ 51 ㎥

840 1,050 157.5 189

公営企業及び第三セクターの

財務状況をお知らせします

公営企業
　白鷹町の地方公営企業の事業数は、地方公営企業法を適用していない事業も含めると、７
事業あります。特に、水道事業、病院事業などの公営企業及びこれに準ずる事業である下水
道事業について、財務・給与等の情報を公開します。

水　道　事　業

　水道事業は、道路改良工事などに伴う配水管の新設、布
設替工事を行うとともに、安定給水確保のため各種工事を
実施しました。健康で文化的な生活を支える基幹事業とし
て、健全経営に配慮しながら給水サービスの向上に努めま
す。

７　経営改革の推進状況

取り組み内容 20 年度までの実績

民間委託の導入 処理場の運転管理・保守点検、マンホー
ルポンプ施設管理業務、使用料徴収事務

組織･体制の見直し 建設課と上下水道課を統合

収益増加の取り組み 水洗化率の向上
下水道普及相談員を設置し、未加入世帯
への戸別訪問、加入促進

経費の節減など 制度改正による経費削減、未収金の徴収

【用語解説】
＊１：累積欠損金…各事業年度の営業活動の結果生じた欠

　　　損金が、多年度にわたって累積したもの。貸借対照

　　　表上の利益剰余金のマイナスとして表示されます。

＊２：総収入…売上高＋営業外収益＋特別利益

＊３：出資金…地方公営企業法第18条に基づき、地方公共

　　　団体の一般会計等から公営企業の特別会計に出資さ

　　　れたもので、公営企業の自己資本金となります。

＊４：補助金…一般会計等から公営企業の特別会計へ各種

　　　行政上の目的をもって交付される金銭的給付

＊５：負担金…一定の事業などについて、公営企業を含む

　　　特別の利益関係を有する者がその受益に応じて負担

　　　する金銭的給付、または財政政策上その経費の負担

　　　割合が定められている際に負担する金銭的給付

＊６：繰出し金…地方公営企業法第17条の２、第17条の３

　　　に基づき、一般会計等から公営企業の特別会計へ繰

　　　り出した金銭的給付。なお、「基準内繰出」とは、総

　　　務省通知に基づく繰出し額をいい、「基準外繰出」と

　　　は、その通知に基づかない繰出し金をいいます。

７　経営改革の推進状況

取り組み内容 20 年度までの実績

民間委託の導入 浄水場の運転管理、定期メーター検針、料金
調定業務、配水管漏水などの修理業務、水質
検査業務、水道メーター開閉栓業務

病　院　事　業

　病院事業は、地域医療の拠点として内科、外科は毎日、
整形外科、婦人科、皮膚科は週２日の診療を行ってきまし
た。主な事業としては、生化学自動分析装置の更新、パソ
コンの更新、レセプトオンラインシステムの構築、電子カ
ルテ付帯システムの取得などを実施しました。
　医師確保の問題など、医療を取り巻く環境は大変厳しい
ものがありますが、今後とも公的病院としての使命を充分
に認識し、患者サービスの充実並びに病院経営の健全化に
努めます。

３　財務状況

◇貸借対照表 （単位 ： 千円）

項　目 18 年度 19 年度 20 年度

総資産 3,192,457 3,143,152 3,077,599

負　債 53,574 65,314 57,079

資　本 3,138,883 3,077,838 2,915,617

累積欠損金（＊ 1） 97,668 97,201 94,213

◇損益計算書 （単位 ： 千円）

項　目 18 年度 19 年度 20 年度

総収入 （＊ 2） 1,183,063 1,183,368 1,180,739

経常損益 379 466 2,988

当期損益 379 466 2,988

減価償却前当期損益 84,315 87,698 95,332

４　一般会計等の関与 （単位 ： 千円）

内　訳 18 年度 19 年度 20 年度 備　考

出資金 （＊ 3） 5,000 10,000 10,000 建設改良元金

補助金 （＊ 4） 10,800 11,431 11,560
研究研修費、共
済組合追加費用

負担金 （＊ 5） 184,200 223,069 213,440
経営基盤強化、
救急医療確保

繰出し金 （＊ 6） 0 0 0

うち基準内繰出 0 0 0

うち基準外繰出 0 0 0

合　計 200,000 244,500 235,000

５　企業債等の残高 （単位 ： 千円）

区　分 18 年度 19 年度 20 年度

企業債
（うち公的資金）

1,594,625
（1,594,625）

1,523,314
（1,523,314）

1,450,383
（1,450,383）

６　職員給与の状況（20 年度決算） （単位：千円、％）

人件費の
状況

支出額 （A） 人件費 （B）
人件費率 （B/

A）

1,177,750 676,416 57.4

職員給与
費の状況

職員数
（A）

給料 手当
計

（B）
1人当たり給与

費（B/A）

56 人 249,077 180,188 429,265 7,665

７　経営改革の推進状況

取り組み内容 20 年度までの実績

民間委託の導入 医療事務、警備夜間休日受付、清掃、機器保
守点検、給食調理

収益増加の取り組み 嘱託徴収員の配置、人間ドッグなど健診事業
の充実

組織･体制の見直し 公営企業法全部適用（平成 16 年７月から）、
在宅支援室の設置

その他 医療情報システム（電子カルテ・医事会計など）
の整備拡張

経費節減などの効果 職員１人減、カルテの電子化による紙・Ｘ線
写真現像費用などの節減

公共下水道事業

　下水道事業は、平成21年度で「全町下水道整備構想中期
計画」に基づく計画区域の管路整備がほぼ完了しました。
平成20年度から、区域拡大による流入水量の増加などによ
り、浄化管理センターの水処理施設増設工事を行っていま
す。今後も下水道事業の健全な経営のため、維持管理費の
縮減と資本費の適正管理に努め、戸別訪問などによる水洗
化率の向上に取り組みながら、計画的な整備に努めます。

１　事業の概要

19 年度 20 年度 比較

水洗化人口 7,613 人 7,736 人 123 人

水洗化率 80.2％ 81.5％ 1.3％

整備率 89.7％ 96.3％ 6.6％

２　経営状況 （単位 ： 千円）

項　目 18 年度 19 年度 20 年度

収　　入 （A） 915,732 1,164,616 1,123,647

うち下水道使用料 132,878 134,021 132,813

うち国庫補助金 120,000 40,000 84,500

うち地方債 187,100 558,200 496,100

うち一般会計繰入金 441,315 402,279 384,953

支　　出 （B） 904,405 1,151,582 1,109,472

うち事業費 294,081 166,070 226,294

うち元利償還金 505,005 897,175 794,236

収支差引（A）―（B） 11,327 13,034 14,175

３　一般会計等の関与 （単位 ： 千円）

内　訳 18 年度 19 年度 20 年度 備　考

出資金 0 0 0

補助金 0 0 0

負担金 0 0 0

繰出し金 （＊ 6） 441,315 402,279 384,953

うち基準内繰出 235,885 231,016 248,930

うち基準外繰出 205,430 171,263 136,023

合　計 441,315 402,279 384,953

４　企業債等の残高 （単位 ： 千円）

区　分 18 年度 19 年度 20 年度

企業債 （うち公的資金）
4,281,653

（4,281,653）
4,090,605

（3,736,205）
3,906,327

（3,250,954）

５　職員給与の状況（20 年度決算） （単位 ： 千円、％）

人件費の
状況

支出額 （A） 人件費 （B）
人件費率

（B/A）

1,109,472 30,848 2.8

職員給与
費の状況

職員数
（A）

給料 手当
計

（B）
1人当たり給
与費（B/A）

4 人 15,485 7,816 23,301 5,825

６　公共料金等の状況 （20 年度家庭用 ： １カ月当たり） （税含み）

基本料金
基本排除汚水量 10 ㎥

従量料金
10 ㎥～

1,680 円 168 円／㎥

１　事業の概要

診療科目 内科、外科、整形外科、婦人科、皮膚科 病床数 70 床

組織概要
病院事業管理者－院長－（診療部、医療技術部、看護
部、事務局）

その他 救急指定、 人間ドック、 健康診断

２　事業状況

18 年度 19 年度 20 年度

患者数

入院 21,046 人 20,716 人 20,256 人

外来 54,989 人 51,951 人 51,965 人

計 76,035 人 72,667 人 72,221 人

病床利用率 82.7％ 80.9％ 79.3％
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第三セクター
　白鷹町の第三セクターは、財団法人「白鷹町ア
ルカディア財団」、白鷹町土地開発公社、有限会
社「ケイエスしらたか」となっています。本町の
第三セクターは、町の施策と密接に連携しながら、
地域づくりや公共施設の管理など公共サービスの
提供主体として重要な役割を担ってきました。し
かし、社会経済状況の変化に伴い、大変厳しい経
営状況となっている第三セクターもあることから、
その役割を再確認し、町の関与のあり方、経営形
態の見直しなど検討を行うとともに、町民の皆さ
まに積極的に経営状況などの情報を公開していき
ます。

１　第三セクターの概要

設立年度 昭和 62 年

住　　　所 白鷹町大字十王 5687 番地 8

事業内容
町民保養センター、 勤労者総合福祉センター、 情報
センター、 ふるさと森林公園の管理運営

基本財産 1 億円
うち町の出
捐金　9500
万円 （95％）

主な出捐者 （JA 山形おき
たま、町商工会、森林組合）

２　財務状況

◇貸借対照表 （単位 ： 千円）

項　目 18 年度 19 年度 20 年度

総資産 175,668 173,452 168,868

負債 109,644 107,319 104,339

（うち借入金） （82,000） （88,000） （83,000）

資本 66,024 66,133 64,529

累積欠損金 33,975 33,865 35,469

◇損益計算書 （単位 ： 千円）

項　目 18 年度 19 年度 20 年度

総収入 384,408 380,104 372,377

（うち町からの補助
金 ・ 委託金）

（44,919） （45,623） （43,357）

経常損益 △ 4,165 110 △ 1,604

当期損益 △ 4,165 110 △ 1,604

減価償却前当期損益 2,021 5,832 3,744

３　役職員の状況

項　目 役職員数 平均年齢 平均年収

役員 （うち町から
の出向者・退職者）

15 人 （3 人） ― 190 千円　

職員 （うち町から
の出向者・退職者）

23 人 （0 人） 43 歳 3,130 千円　

財団法人「白鷹町アルカディア財団」

１　第三セクターの概要

設立年度 昭和 49 年

住　　　所 白鷹町大字荒砥甲 833 番地

事業内容 宅地造成、 公有地等取得

基本財産 500 万円 うち町の出資金　500 万円 （100％）

２　財務状況

◇貸借対照表 （単位 ： 千円）

項　目 18 年度 19 年度 20 年度

総資産 160,318 162,225 152,105

負債 29,920 29,843 24,805

（うち借入金） （0） （0） （0）

資本 130,398 132,382 127,300

累積欠損金 0 0 0

◇損益計算書 （単位 ： 千円）

項　目 18 年度 19 年度 20 年度

総収入 61,463 53,522 8,650

（うち町からの補助
金 ・ 委託金）

（2,000） （2,000） （2,000）

経常損益 6,960 1,984 △ 2,073

当期損益 6,960 1,984 △ 5,082

減価償却前当期損益 6,960 1,984 △ 5,082

３　役職員の状況

項　目 役職員数 平均年齢 平均年収

役員 （うち町から
の出向者・退職者）

14 人 （4 人） ― 11 千円　

職員 （うち町から
の出向者・退職者）

2 人 （0 人） 62 歳 1,740 千円　

白鷹町土地開発公社

１　第三セクターの概要

設立年度 平成 16 年

住　　所 白鷹町大字荒砥甲 501 番地

事業内容 病院業務支援、 介護支援、 行政事務補助支援

基本財産 300 万円 うち町の出資金　300 万円 （100％）

２　財務状況

◇貸借対照表 （単位 ： 千円）

項　目 18 年度 19 年度 20 年度

総資産 10,383 8,089 5,588

負債 7,379 4,981 2,451

（うち借入金） （0） （0） （0）

資本 3,004 3,108 3,137

累積欠損金 0 0 0

◇　損益計算書 （単位 ： 千円）

項　目 18 年度 19 年度 20 年度

総収入 72,802 67,497 54,923

（うち町からの補助
金 ・ 委託金）

（72,800） （67,490） （54,918）

経常損益 109 247 151

当期損益 4 4 29

減価償却前当期損益 4 4 29

３　役職員の状況

項　目 役職員数 平均年齢 平均年収

役員 （うち町から
の出向者・退職者）

2 人 （2 人） ― 0

職員 （うち町から
の出向者・退職者）

19 人 （0 人） 37 歳 2,296 千円

有限会社「ケイエスしらたか」

公営企業及び第三セクターの情報公開については、
白鷹町ホームページの「行財政改革」コーナーにも
掲載しています。

■問い合わせ
総務課総務係
☎85－6124

税
務
出
納
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
納
期
限
を
一
定
期
間
以
上
経
過

し
ま
す
と
督
促
手
数
料
や
延
滞
金

が
発
生
し
、
さ
ら
に
納
付
額
が
増

加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

お
手
持
ち
の
納
付
書
を
再
度
ご

確
認
の
う
え
、
納
期
限
が
過
ぎ
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

早
め
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
付
状
況
が
わ
か
ら
な

い
場
合
、
納
付
書
が
見
つ
か
ら
な

い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
注
意　

町
税
等
を
納
め
忘
れ
の

　

ま
ま
に
さ
れ
ま
す
と
、
滞
納
処

　

分
（
差
押
え
等
）
の
対
象
と
な

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
出
納
課　

　

収
納
係
（
☎
85

－

６
１
０
６
）

も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
…

　

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

平
成
21
年
度
の
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
（
１
〜
４
期
）、
軽

自
動
車
税
（
１
期
）
及
び
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
・
介
護
保
険
料
（
１
〜
７
期
）
は
、
す
で
に
納
期
限
が
過

ぎ
て
い
ま
す
。

　

町
は
、
町
環
境
基
本
計
画
を
推

進
す
る
た
め
、
住
み
よ
い
美
し
い

環
境
を
と
も
に
考
え
と
も
に
つ
く

る
仲
間
を
募
集
し
ま
す
。
気
軽
に

語
り
合
い
な
が
ら
町
が
目
指
す
環

境
像
を
実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
募
集
す
る
委
員
の
名
称

　

白
鷹
町
美
し
い
郷
づ
く
り
推
進

会
議
委
員

▼
組
織
構
成

　

こ
の
会
議
は
、
ご
み
の
減
量
化

や
地
球
温
暖
化
対
策
及
び
環
境
基

本
計
画
の
推
進
活
動
を
行
い
ま
す
。

ご
み
減
量
化
対
策
を
進
め
る
う
え

で
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
も
兼
ね

て
委
嘱
し
、
活
動
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
員

　

５
人
程
度
（
委
員
定
数
20
人
以

内
の
う
ち
の
５
人
）

▼
任　

期

�

平
成
22
年
４
月
１
日

　
　
　
　

～
平
成
24
年
３
月
31
日

▼
応
募
資
格

(1)
町
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募
時

　

点
で
満
20
歳
以
上
の
か
た

(2)
ご
み
の
減
量
化
や
省
エ
ネ
等
の

　

環
境
問
題
に
興
味
の
あ
る
か
た

(3)
年
６
～
８
回
程
度
の
会
議
の
ほ

　

か
、
啓
蒙
活
動
及
び
イ
ベ
ン
ト

　

に
出
席
で
き
る
か
た

(4)
白
鷹
町
の
議
員
及
び
職
員
で
な

　

い
か
た

(5)
次
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
た

①
納
税
の
義
務
を
果
た
し
て
い
る

　

こ
と

②
公
民
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
破
産
宣
告
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

④
被
法
定
後
見
人
、
被
法
定
補
佐

　

人
、被
法
定
補
助
人
で
な
い
こ
と

⑤
執
行
中
の
犯
罪
等
が
な
い
こ
と

▼
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
町
民
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
町

民
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。（
く
ら
し

の
広
場
の
「
★
環
境
・
ご
み
」
を

ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
応
募
締
切

　

２
月
26
日
（
金
）
当
日
消
印
有
効

▼
そ
の
他

(1)
「
公
募
に
よ
る
白
鷹
町
審
議
会

　

等
委
員
選
考
に
か
か
る
基
準
」

　

を
準
用
し
選
考
の
う
え
、
結
果

　

を
通
知
し
ま
す
。

(2)
委
員
に
は
年
間
の
活
動
に
対
し
、

　

謝
礼
を
進
呈
し
ま
す
。

「
白
鷹
町
美
し
い
郷
づ
く
り
推
進
会
議
」
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

■問い合わせ　町民課　くらし環境係（☎85－6131）

確
定
申
告
関
連
情
報

確
定
申
告
期
に
お
け
る
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
拡
大
防
止

協
力
の
お
願
い

●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
一

時
小
康
状
態
を
保
っ
て
い
ま
す
が
、

体
調
不
良
な
ど
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
感
染
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、

申
告
会
場
へ
ご
来
場
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
マ
ス
ク
を
着

用
す
る
な
ど
感
染
拡
大
防
止
に
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
長
井
税
務
署
／
町
税
務
出
納
課

町
民
税
係

平
成
22
年
度
町
県
民
税
申
告
書

の
提
出
に
つ
い
て

●
２
月
１
日
に
配
布
し
ま
し
た
町

県
民
税
申
告
書
に
つ
い
て
、
自
書

申
告
に
よ
り
役
場
に
提
出
さ
れ
る

か
た
は
、
お
近
く
の
町
職
員
に
お

渡
し
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す

（
押
印
を
お
忘
れ
な
く
）。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
出
納
課　

町
民
税
係
（
☎
85

－

６
１
３
２
）
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梅津ようさん（浅立）

小関ゑつさん（滝野）

大木とみゑさん（畔藤）

　今年100歳（数え年）を迎えられる８人のかたがた（明治44年生まれ）
に、町からお祝いの打出の小づちと祝い金が贈られました。本当におめで
とうございます。
　皆さんのご長寿の秘訣は、好き嫌いなく何でも食べること。
　毎日元気に過ごす皆さんの笑顔がとても印象的でした。温かいご家族に
見守られ、これからもお元気でお過ごしください。

白鷹町の元気100歳
岩崎けさゑさん（荒砥甲）

竹田志つ江さん（佐野原）

齋藤忠吉さん（鮎貝）

飯澤敬一さん（畔藤）

長谷部うめさん（高玉）

飯澤敬一

おめでとうございます

小関ゑつさん

大木とみゑさん

■問い合わせ　
消費者庁消費者情報課地方協力室（☎03－3507－9174）

消費者ホットラインが開設されました（１月 12 日開始）

消費者ホットラインとは？
商品やサービスの消費にかかわるトラブル
の相談を受け付ける窓口で、解決のための
助言などを行います。消費者庁が１月12日
からサービスを開始しました。

0570-0
守

6
ろう

4
よ、

-3
みん

7
な

0
を！

全国共通電話番号

消費者ホットラインのイメージ

消費者ホット
ラインに電話
をかける☎

お住まいの
郵便番号が…

②分からない

①分　か　る 郵便番号を入力 身近な消費生
活に関する相
談窓口につな
がります。
（県消費生活
　センターなど）お住まいの地域を選択

※音声ガイダンスが流れている間は通話料金はかかりません。相談窓口へ
　つながった時点から通話料金を負担いただきます。

※相談窓口で受け付けられない相談　… ○行政の対応に対する不満や要望（行政相談）
○職場での不当な解雇（労働問題）
○工場の汚水排出による環境事故（公害）など

※生命・身体に重大な危害を受けた場合やその危険が切迫している場合などは、警察・消防にご連絡ください。

消費者ホットライン 検索

音声ガイダンス
に従い…

３歳児のお散歩中、ほげだ（大きく成長し

た）アスパラを発見。

保育士「これはアスパラのお父さんとお母

　　　　さんだよ」

３歳児「へぇ～」

少し進むと稲刈りの終わった田んぼにさし

かかり…。

Ｃ君　「（田んぼを指さして）あれはよぉ、

　　　　米のじいちゃんとばあちゃんだ」

佳
作　

厚
化
粧
し
て
も
写
真
は
も
と
の
顔　
　
　

神
奈
川　

井
上　

秀
雄

〃　
　

こ
の
写
真
心
の
歪
み
と
ら
え
て
る　
　
　

山　

口　

石
川
与
次
衛
門

〃　
　

ハ
イ
チ
ー
ズ
い
つ
も
決
ま
っ
た
孫
の
顔　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

〃　
　

一
枚
の
見
合
い
写
真
が
縁
と
な
り　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
と
し

〃　
　

微
笑
ん
だ
母
の
写
真
が
風
邪
ひ
く
な　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

〃　
　

写
真
よ
り
素
顔
が
い
い
と
褒
め
て
や
り　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
巳

〃　
　

若
い
時
の
写
真
今
よ
り
チ
ト
美
人　
　
　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

時
越
え
て
残
る
写
真
は
た
か
ら
も
の　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

〃　
　

あ
の
時
の
写
真
一
枚
縁
と
な
る　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

〃　
　

記
念
写
真
別
な
私
が
写
っ
て
る　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

柳
子

〃　
　

セ
ピ
ア
色
の
写
真
を
胸
に
終
の
旅　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

〃　
　

よ
う
や
く
に
見
合
い
写
真
で
五
十
年　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

秀
句　

ア
ル
バ
ム
に
未
来
を
築
く
写
真
あ
る　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

〃　
　

父
母
の
遺
影
の
歳
を
と
う
に
越
え　
　
　

滝　

野　

安
達　

昭
吾

〃　
　

旅
で
撮
る
写
真
に
思
い
詰
め
て
い
る　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

〃　
　

ふ
る
里
の
思
い
出
い
っ
ぱ
い
写
真
帳　
　

鮎　

貝　

増
田　

栄
子

〃　
　

冬
ご
も
り
旅
の
ア
ル
バ
ム
懐
か
し
む　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

初
恋
も
形
見
の
写
真
セ
ピ
ア
色　
　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

〃　
　

か
く
せ
な
い
写
真
の
皺
は
我
が
人
生　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

〃　
　

仏
壇
の
母
の
写
真
が
笑
っ
て
る　
　
　
　

荒
砥
甲　

本
間　

義
康

〃　
　

盆
彼
岸
父
母
の
遺
影
に
た
だ
感
謝　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

写
真
に
は
苦
労
年
輪
写
っ
て
る　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

五
客　

色
褪
せ
た
写
真
青
春
生
き
て
い
る　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

〃　
　

若
か
っ
た
楽
し
か
っ
た
な
写
真
帳　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

〃　
　

亡
き
父
の
波
乱
人
生
笑
む
写
真　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

〃　
　

嫁
ぐ
娘
と
父
の
絆
を
見
る
写
真　
　
　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

〃　
　

被
写
体
の
心
ま
で
撮
る
仲
の
良
さ　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
み
き
子

人
位　

再
会
を
写
真
に
収
め
集
い
の
和　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
あ
き
よ

地
位　

思
い
出
の
写
真
は
時
を
止
め
た
ま
ま　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

天
位　

こ
ん
な
日
も
あ
っ
た
写
真
を
愛
ほ
し
み　

浅　

立　

高
橋　

と
み

軸　
　

向
き
合
え
ば
母
の
遺
影
に
励
ま
さ
れ　
　
　
　
　
　

三
拍
子

次
回　

「
雪
」
二
月
末
ま
で
。　

「
芽
」
三
月
末
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

�
町
報
川
柳
�　　
　

写　

真　
　
　

新
野
三
拍
子　

選

「お散歩」「バスのおなら？」

おでかけ発表会にでかけました。

バスで帰る途中、運転手さんが

「プップ～♪」クラクションを鳴

らすと…。

Ａ君　「バスの歌うおならみたー

　　　　い。」

運転手「Ａ君の屁（へ）だべぇ」

Ａ君　「違うよ～僕じゃないよー」

よつば保育園

　置賜保健所では、一頭でも多くの動物が幸せ
に生きられるよう、引き取りなどした犬や猫を
希望者へ譲渡しています。
　これまでに多くのかたに「新しい飼い主」に
なっていただきましたが、常時、希望者が不足
している状況ですので、皆さんのご協力をお願
いします。
　なお、適切な飼い方のため、事前に講習会を
受講いただいております。臨時講習も可能です
ので担当におたずねください。

譲渡までの流れ

講習会のご案内

飼い主探しホームページ

①保健所の譲渡前講習会を受講いただきます。
②保健所から犬・猫の譲渡情報を提供します。
③希望する犬・猫とご対面いただきます。
④譲渡手続き完了。今日から家族の一員です。

▼いつ　毎月第３金曜日　午後３時30分～（約45分）
▼どこで　置賜保健所　講堂
※事前に電話でお申し込みください。

譲渡事業の詳細や譲渡動物情報は、県ホームペー
ジの「犬・ねこの新しい飼い主探し掲示板」から
ご確認いただけます（検索ワードは「置賜　犬」）。

■問い合わせ
　置賜保健所生活衛生課乳肉衛生管理担当　阿部
（☎0238－22－3750）



　
町健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」の達成状況を把握するために、
町民の皆さんを対象に、元気ニコニコ21アンケートを実施しました。
〔元気ニコニコ21アンケート〕
問　塩分を摂りすぎないよう気をつけていますか。
　答　①はい　②いいえ　③記入なし

支出日 区　分 支出額 ( 円 ) 内　　　　容

1 月  4 日 香典 10,000　

1 月  4 日 香典 5,000　

1 月  5 日 御祝 5,000　 蚕桑地区新春のつどい

1 月　5 日 御祝 5,000　 十王地区新春のつどい

1 月　5 日 御祝 5,000　 鮎貝地区新春懇談会

1 月　5 日 御祝 5,000　 東根地区新春交流会

1 月　5 日 御祝 5,000　 鷹山地区新春地域振興懇談会

1 月　5 日 御祝 3,000　 白鷹町ロータリークラブ新年会

1 月　5 日 御祝 3,000　 新春建設事業懇談会

1 月 15 日 御祝 3,000　 鮎貝　祭礼

1 月 18 日 御祝 2,000　 十王老人クラブ新春懇談会

1 月 22 日 御祝 5,000　 町酪農協新春のつどい

1 月 25 日 御祝 3,100　 荒砥　祭礼

1 月 26 日 献酒 3,000　 防火祈願祭

1 月 28 日 御祝 3,000　 白鷹町青申会総会

計 65,100　 
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“元気ニコニコしらたか21” を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ
しらたか21

元気ニコニコ
しらたか21

白鷹町健康増進計画

白鷹町健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」
　心もいきいき働き盛り健康づくり～心もいきいきと暮らせるために～
　「若さを保つ元気な暮らし」　　このようなことを目指します。
　○そのためには　
　「体力を維持増進することができる」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　このようなことが大切です。
　“心もいきいきとした豊かな暮らし”とは

　例えば…
　☆正しい生活習慣について知り、実施する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こんな暮らしのことです。
　自分の暮らしを大切にして、いきいきと暮らしてほしい！

健康のひろば健康のひろば

中間評価

「塩分を摂りすぎない
よう気をつけている」
人が増えました！

年代
（30～ 60代）

平成 15 年 平成 22 年 平成 20 年

30 40 50 60 合計 ％ 目標 30 40 50 60 合計 ％

①はい 43 52 52 106 253 69.3「塩分を摂りす
ぎないよう気
をつけている」
人が増える

39 64 70 92 265 72.8

②いいえ 24 18 17 11 70 19.2 22 19 29 25 95 26.1

③記入なし 4 19 19 0 42 11.5 0 0 1 3 4 1.1
計 71 89 88 117 365 100.0 61 83 100 120 364 100.0

　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
21
ア
ン
ケ

ー
ト
や
み
そ
汁
塩
分
測
定
結

果
な
ど
か
ら
は
、「
塩
分
を
摂

り
す
ぎ
な
い
よ
う
気
を
つ
け

て
い
る
」
人
が
72
・
８
％
に

対
し
て
、
０
・
８
％
以
下
の

適
塩
の
み
そ
汁
を
飲
ん
で
い

る
人
は
69
・
３
％
と
、
意
識

と
実
際
の
食
生
活
に
は
少
し

ズ
レ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
ま
た
、
塩
分
濃
度
が

１
・
２
％
を
超
え
、
か
な
り

塩
分
が
多
い
み
そ
汁
を
飲
ん

で
い
る
人
が
５
％
ほ
ど
い
る

こ
と
も
課
題
で
す
。

　

白
鷹
町
は
他
の
市
町
村
と

比
較
し
て
高
血
圧
に
よ
る
病

気
が
多
い
こ
と
や
、
来
年
度

改
訂
さ
れ
る
日
本
人
の
食
事

摂
取
基
準
で
は
、
１
日
の
目

標
量
が
現
在
の
男
性
10
㌘
か

ら
９
㌘
に
、
女
性
８
㌘
か
ら

７
・
５
㌘
に
下
が
る
こ
と
も

あ
り
、
塩
分
摂
取
に
つ
い
て

は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

もうひと頑張り！

１日の塩分摂取目標量
男性　10 ㌘未満
女性　 ８㌘未満

「2005 年 版　 日 本 人 の
食事摂取基準」より

みそ汁塩分
濃度（％）

平成 15 年
平成 22 年
（目標）

平成 20 年

0.8％以下 57.1％ 70.0％ 69.3％

濃度（％） 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代 合計
割合
（％）

0.5 以下 0 3 9 16 32 9 0 69
69.3

0.6 ～ 0.8 2 9 18 41 59 30 5 164

0.9 ～ 1.1 0 5 6 27 42 6 1 87 25.9

1.2 ～ 1.4 1 0 0 4 5 3 1 14 4.2

1.5 以上 0 0 0 0 1 1 0 2 0.6

計 3 17 33 88 139 49 7 336 100.0

平成 20 年度　みそ汁塩分測定結果

平成 20 年健康づくり推進員　みそ汁塩分濃度調査より

１月の町長交際費

　平成22年１月に支出された町長
交際費についてお知らせします。

■問い合わせ
　総務課総務係　☎85－6120

　

町
で
は
、

「
い
つ
ま
で
も
、
住
み
な
れ
た
地

域
で
顔
な
じ
み
の
関
係
を
保
ち
な

が
ら
安
心
・
安
全
に
生
活
し
、
認

知
症
に
な
っ
て
も
地
域
の
一
員
と

し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
町
、
認

知
症
の
家
族
を
抱
え
て
も
地
域
や

周
り
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
町
」
を
つ
く
る

た
め
、
関
係
団
体
の
代
表
者
で
白

鷹
町
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
を
設
立
し
、
認

知
症
へ
の
理
解
や
協
力
を
得
ら
れ

る
地
域
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

認
知
症
に
よ
る
問
題
行
動
や
物

忘
れ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
周
囲

の
理
解
や
手
助
け
で
今
ま
で
と
そ

う
変
わ
り
が
な
い
生
活
を
続
け
て

い
く
こ
と
は
充
分
に
可
能
な
こ
と

で
す
。
白
鷹
町
認
知
症
高
齢
者
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
で
は
、

認
知
症
の
啓
発
、
認
知
症
の
正
し

い
知
識
や
問
題
行
動
へ
の
対
応
、

介
護
し
て
い
る
家
族
に
地
域
が
で

き
る
こ
と
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
介
護
の
た
め
に
地
域
が
で

き
る
こ
と

「
徘は

い

徊か
い

」
す
る
認
知
症
の
か
た
が
、

家
族
が
知
ら
な
い
う
ち
に
外
出
し

て
し
ま
っ
て
い
た
ら
大
変
で
す
。

認
知
症
で
計
算
力
が
失
わ
れ
た
か

た
は
、
お
店
で
買
い
物
を
す
る
こ

と
も
困
難
に
な
り
ま
す
。
認
知
症

の
か
た
や
そ
の
家
族
が
地
域
で
暮

ら
し
続
け
る
に
は
、
認
知
症
を
正

し
く
理
解
し
て
く
れ
相
談
に
の
っ

て
く
れ
る
人
や
お
店
の
存
在
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

 

白
鷹
町
認
知
症
高
齢
者
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の
活
動

①
「
見
守
り
・
支
え
合
い
ス
テ
ッ

カ
ー
」
の
掲
示

　

白
鷹
町
認
知
症
高
齢
者
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
で
は
、
区

長
・
町
内
長
・
民
生
委
員
や
、
商

工
会
の
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
い

て
、
下
記
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
カ
ー

を
掲
示
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
認
知
症
に

つ
い
て
理
解
し
、
認
知
症
の
か
た

を
介
護
し
て
い
る
家
庭
に
見
守
り

な
ど
の
協
力
を
い
た
だ
け
る
と
こ

ろ
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。
外
出
時

に
心
配
の
あ
る
か
た
や
、
買
い
物

で
の
支
払
い
が
大
変
な
か
た
な
ど

が
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
相
談
や

見
守
り
の
依
頼
を
し
て
お
く
こ
と

で
、
認
知
症
の
か
た
や
そ
の
家
族

が
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
今
後
も
協
力
い
た
だ
け

る
と
こ
ろ
を
増
や
し
、
ス
テ
ッ
カ

ー
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

見
守
り
・
支
え
合
い
ス
テ
ッ
カ
ー
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催　し

第
28
回
白
鷹
ス
�
ー
場
祭
�

▼
い
つ　

２
月
28
日
（
日
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
営
ス
キ
ー
場

▼
内
容
（
開
始
時
間
）

○
開
会
行
事
（
午
前
９
時
30
分
）

○
雪
中
宝
さ
が
し
（
午
前
10
時
）

○
雪
中
み
か
ん
さ
が
し

　
　
　
　
　

（
午
前
10
時
）

○
雪
中
ボ
ト
ル
倒
し

　
　
　
　
　

（
午
前
10
時
30
分
）

○
お
楽
し
み
抽
選
会

　
　
　
　
　

（
午
前
10
時
よ
り
）

○
ミ
ル
ク
バ
ー（
午
前
10
時
よ
り
）

○
餅
つ
き
大
会

　
　
　
　
　

（
午
前
11
時
30
分
）

※
餅
券
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

○
お
祭
り
時
間
中
リ
フ
ト
料
金
は

　

無
料
で
す
（
午
後
１
時
よ
り
通

　

常
料
金
と
な
り
ま
す
）。

○
付
近
の
交
通
の
妨
げ
に
な
る
お

　

車
の
駐
停
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

　

い
。

○
駐
車
場
係
員
の
指
示
に
従
っ
て

　

く
だ
さ
い
。

▼
主
催　

白
鷹
ス
キ
ー
場
祭
り
実

行
委
員
会

▼
後
援　

白
鷹
町
、
町
教
育
委
員

会
、
町
観
光
協
会
、
中
山
区
、
中

山
商
店
会

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
ス
キ
ー
セ

ン
タ
ー
（
☎
87

－

２
４
５
６
）
ス

キ
ー
場
祭
り
実
行
委
員
長
（
☎
87

－

２
０
１
８
）

学
校
体
育
施
設
等
使
用
調
整

会
議
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
22
年
度
の
利
用
に
つ
い
て

使
用
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
使
用
を
希
望
す
る
団
体
の
代

表
の
か
た
は
、
必
ず
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

　

使
用
実
績
の
あ
る
団
体
に
は
す

で
に
通
知
し
て
い
ま
す
が
、
新

規
団
体
に
は
申
請
書
類
な
ど
を

お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
２
月
19
日

（
金
）
ま
で
教
育
委
員
会
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
使
用
料
は
１
回
５
０
０

円
で
す
（
ス
ポ
少
以
外
の
団
体
）。

▼
い
つ　

３
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
係（
☎
85

－

６
１
４
７
）

環
境
講
座
の
�
案
内

　

地
球
温
暖
化
対
策
が
急
務
と
な

っ
て
い
る
今
、
脱
石
油
社
会
に
向

け
て
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
地
球
環
境
を
取
り
巻
く
社

会
の
動
き
を
知
り
、
次
世
代
に
住

み
よ
い
環
境
を
残
す
た
め
今
何
が

必
要
か
を
共
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

▼
い
つ　

２
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

「
あ
ゆ
ー
む
」
文
化

伝
承
室

▼
講
師　

東
北
芸
術
工
科
大
学　

建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
准
教

授　

三
浦
秀
一
氏

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
く
ら
し

環
境
係
（
☎
85

－

６
１
３
１
）

外
国
か
ら
嫁
が
れ
�
か
�
の

子
育
�
語
�
�
会

▼
い
つ　

３
月
７
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
希
望
の
間
）

▼
対
象　

外
国
か
ら
嫁
が
れ
た
か

た
で
、
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん

の
い
る
か
た

▼
内
容

○
「
町
で
楽
し
い
子
育
て
を
！
」

を
テ
ー
マ
に
お
互
い
の
国
の
料
理

の
紹
介
や
簡
単
お
や
つ
レ
シ
ピ
の

紹
介
と
試
食

○
子
育
て
の
情
報
交
換

○
町
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
や

日
本
語
学
校
の
紹
介

▼
締
め
切
り　

３
月
４
日
（
木
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
86

－

０
２
１

２
）

「
物
忘
れ
相
談
」
開
催

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
早

期
発
見
、
早
期
治
療
に
結
び
付
け

ま
し
ょ
う
。

▼
い
つ　

３
月
５
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

物
忘
れ
が
気
に
な
る
か

た
や
、
そ
の
家
族

▼
相
談
医　

吉
川
順
さ
ん
（
吉
川

記
念
病
院
院
長
）

▼
料
金　

無
料

▼
申
込
方
法　

予
約
制
の
た
め
、

事
前
に
電
話
な
ど
で
連
絡
を
い
た

だ
き
日
程
を
調
整
し
ま
す
。（
時
間

の
都
合
上
、
１
回
３
人
程
度
）

▼
締
め
切
り
２
月
26
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

白
鷹
町
史
談
会
の
研
究
発
表
会

▼
い
つ　

２
月
20
日
（
土
）　

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館

▼
内
容　

研
究
発
表

①
「
白
鷹
町
の
養
蚕
」
金
田
茂
也

　

さ
ん

②
「
最
上
川
舟
運
と
幻
の
左
荒
線

　

を
歩
く
」
菅
野
志
郎
さ
ん

▼
参
加
費　

無
料

※
発
表
会
の
あ
と
懇
親
会
を
行
い

　

ま
す
の
で
、
参
加
希
望
の
か
た

　

は
２
月
12
日
（
金
）
ま
で
申
し

　

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

（
会
費
２
０
０
０
円
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会
文
化
振
興
係
（
☎
85

－

６
１

４
６
）

広告

東
根
地
区
公
民
館
研
究
集
会

　

東
根
地
区
以
外
の
か
た
も
参
加

で
き
ま
す
。
講
演
の
み
の
参
加
も

可
能
で
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
電
話
で
東
根
地
区
公
民
館

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

３
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
ど
こ
で　

東
根
地
区
公
民
館

▼
参
加
料　

無
料

▼
内
容

○
分
館
活
動
発
表

・
午
後
１
時
45
分
～　

○
子
ど
も
会
育
成
会
活
動
発
表

・
午
後
１
時
55
分
～

○
講
演
︻
講
師　

野
村
浩
志
氏
︼

（
山
形
鉄
道
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

・
午
後
２
時
15
分
～　

※
当
日
著
書
の
販
売
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

東
根
地
区
公
民

館
（
☎
85

－

２
２
２
８
）

第
�
回
自
主
防
災
組
織
�
ー

�
ー
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

　

自
主
防
災
組
織
の
活
動
強
化
、

新
た
な
組
織
化
な
ど
を
め
ざ
す
研

修
会
を
開
催
し
ま
す
。
自
主
防
災

組
織
の
リ
ー
ダ
ー
や
防
災
に
関
心

の
あ
る
か
た
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

２
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

西
置
賜
行
政
組
合
消

防
本
部
２
階
会
議
室

▼
内
容　
　
　

①
自
主
防
災
の
意
義
に
つ
い
て

②
防
火
・
防
災
に
つ
い
て

③
救
命
法
の
講
習

④
煙
か
ら
の
脱
出
体
験

▼
対
象　

自
主
防
災
組
織
の
リ
ー

ダ
ー
、
防
災
に
関
心
の
あ
る
か
た

▼
参
加
料　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
防
災
セ

ン
タ
ー
（
☎
88

－

１
８
３
９
）

陸
上
自
衛
隊
第
�
師
団
音
楽
ま
�
�

　

第
６
師
団
内
各
部
隊
か
ら
隊
員

総
勢
２
０
０
人
が
参
加
し
、
演
奏

や
銃
を
手
に
し
た
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
を
披
露
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
い
つ　

２
月
20
日
（
土
）

▼
時
間

・
第
１
回　

午
前
10
時
30
分
～

・
第
２
回　

午
後
１
時
30
分
～

・
第
３
回　

午
後
４
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

天
童
市
民
文
化
会
館

▼
内
容　

第
６
音
楽
隊
の
演
奏
、

和
太
鼓
な
ど

▼
入
場
料　

無
料
（
要
整
理
券
）

▼
整
理
券
の
取
扱
場
所　

大
沼
本

店
、
十
字
屋
山
形
店
、
自
衛
隊
県

内
各
地
域
事
務
所
な
ど

※
満
員
の
場
合
は
入
場
を
お
断
り

　

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

第
６
師
団
司
令

部
広
報
室
（
☎
０
２
３
７

－

48

－

１
１
５
１
）

自
主
防
災
組
織
基
礎
構
築
�

�
�
ー

自
主
防
災
の
ス
ス
メ
〜
地
域
防
災

か
ら
は
じ
め
る
ま
ち
づ
く
り
〜

　

最
近
よ
く
耳
に
す
る
「
自
主
防

災
組
織
」
地
震
や
洪
水
な
ど
の
大

規
模
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
、
お

隣
同
士
の
助
け
合
い
や
町
内
会
・

公
民
館
を
基
礎
と
し
た
組
織
支
援

が
大
変
重
要
で
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で

は
新
潟
中
越
沖
地
震
で
災
害
に
あ

っ
た
か
た
の
実
体
験
か
ら
、
日
ご

ろ
の
備
え
と
自
主
防
災
に
つ
い
て

お
話
を
お
聞
き
し
ま
す
。

▼
い
つ　

３
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

▼
ど
こ
で

　

長
井
市
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

▼
講
師　

風
間
久
司
氏

（
小
千
谷
市
自
主
防
災
組
織
連
絡

　

協
議
会
会
長
）

▼
参
加
費　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

社
団
法

人
長
井
青
年
会
議
所
（
☎
84

－

５

３
９
４
）

で
き
�
男
に
�
�
講
座

�
�
ッ
�
で
描
�
夢
�
の
一
歩
�

　

い
つ
か
は
叶
え
た
い
仕
事
の
夢
、

小
さ
い
け
れ
ど
大
切
に
し
た
い
家

族
の
夢
な
ど
、
今
は
見
え
に
く
く

な
っ
て
い
る
夢
を
探
し
、
そ
れ
に

近
づ
く
た
め
に
自
分
だ
け
の
「
夢

マ
ッ
プ
」
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

２
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

遊
学
館
（
チ
ェ
リ
ア

学
習
室
）

▼
講
師　

佐
竹
陽
一
氏
（
日
本
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
会
員
）

▼
内
容　

・
夢
マ
ッ
プ
を
描
く

・
夢
の
実
現
へ
の
道
を
考
え
る

▼
対
象　

自
分
の
夢
を
探
し
た
い
、

実
現
さ
せ
た
い
男
女　

定
員
30
人

▼
参
加
費　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
そ
の
他　

無
料
託
児
あ
り（
先

着
８
人
ま
で
。１
歳
～
未
就
学
児
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
チ
ェ
リ

ア
（
☎
０
２
３

－

６
２
９

－

７
７

５
２
）
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町
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
い
つ　

３
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～

▼
ど
こ
で　

荒
砥
小
学
校
体
育
館

▼
種
目　

混
成（
女
子
２
人
以
上
）

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム
８
０
０
円

▼
締
め
切
り　

３
月
１
日
（
日
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
／
守
谷
（
☎

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
85

－

３
１
５
４
）

白
鷹
町
更
生
保
護
女
性
会

会
員
募
集

　

白
鷹
町
更
生
保
護
女
性
会
は
、

現
在
会
員
41
人
で
、
保
護
司
の
か

た
と
一
緒
に
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
や
研
修
会
、
独
自
事
業
と
し

て
街
頭
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
ミ
ニ
集
会

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
会
の

趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
女
性
の
か
た

（
賛
助
会
員
は
男
性
も
可
）
の
ご

入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
会
費

・
会
員　

年
２
０
０
０
円

・
賛
助
会
員　

年
一
口
１
０
０
０

円
（
一
口
以
上
）

■
問
い
合
わ
せ　

町
更
生
保
護
女

性
会
会
長　

奥
山
清
子
（
☎
85

－

３
８
４
１
）

■
連
絡
取
扱
先　

健
康
福
祉
課
福

祉
係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

参
加
者
募
集

　

病
院
や
福
祉
施
設
で
患
者
さ
ん

た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、

命
や
医
療
、
看
護
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

５
月
９
日
（
日
）
～
15

日
（
土
）
ま
で
の
施
設
実
施
日

▼
体
験
で
き
る
施
設　

県
内
病
院
、

福
祉
施
設
な
ど

▼
対
象　

高
校
生
以
上
で
初
め
て

参
加
さ
れ
る
か
た

▼
応
募
方
法

(1)
高
校
生
は
学
校
を
通
じ
て
申
し

　

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(2)
高
校
生
以
外
の
か
た
は
は
が
き

　

に
、
①
住
所
、
②
氏
名
、
③
性

　

別
、
④
年
齢
、
⑤
職
業
、
⑥
電

　

話
番
号
、
⑦
施
設
名
、
⑧
白
衣

　

の
サ
イ
ズ
を
明
記
し
申
し
込
ん

　

で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　

２
月
15
日
（
月
）

　
　
　
　
　

～
25
日
（
木
）
必
着

※
施
設
名
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
看
護
協

会
「
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
」
担
当

（
〒
９
９
０

－

２
４
７
３
山
形
市

松
栄
１

－

５

－

45　

☎
０
２
３

－

６
８
５

－

８
０
３
３
）

　保護者が働いていて、昼間家庭に家族などがいな
い小学校１～３年生（４～６年生は希望）を対象に
東根児童クラブふれあいっ子が開設されます。
　子どもたちの第２の家庭として、学校帰りの子ど
もたちをあたたかく迎える児童クラブです。
▼開所日
　　　４月１日（木）
▼設置場所
　　　ふれあいの里敷地内（大字畔藤5049）
▼設置・運営主体
　　　白鷹介護サービスセンター　ふれあいの里

※利用するには登録が必要です。登録料・内容など
　詳しくはお問い合わせください。

▼開園時間

▼ふれあいっ子年間行事

■申込・問い合わせ　　
　白鷹介護サービスセンター
　　ふれあいの里　担当山川（☎85－3332）

東根児童クラブふれあいっ子
が始まります

第
30
回
白
鷹
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
い
つ　

３
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
開
会

▼
ど
こ
で　

東
中
学
校
体
育
館

▼
種
目　

一
般
男
子
・
中
学
男
子

・
中
学
女
子
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ

▼
参
加
資
格　

白
鷹
町
に
お
住
ま

い
の
か
た
、
ま
た
は
、
通
勤
通
学

し
て
い
る
学
生
、
社
会
人
の
か
た

▼
試
合
方
法

○
原
則
と
し
て
地
区
対
抗
ト
ー
ナ

　

メ
ン
ト
方
式
で
行
い
ま
す
。

○
中
学
の
部
は
、
東
中
学
校
・
西

　

中
学
校
の
対
抗
と
し
ま
す
。

▼
締
め
切
り　

3
月
１
日
（
月
）

▼
申
込
方
法　

保
険
料
一
人

２
５
０
円
を
添
え
て
、
事
務
局
ま

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
大
会
ま
で
練
習
日
を
設
け
ま
す
。

　

お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

○
毎
週
月
・
木
曜
日
午
後
８
時
～

○
東
中
学
校
体
育
館

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局
（
役

場
町
民
課
内
・
佐
藤
／
☎
85

－

６
１
３
０
）

開園時間

　月～金曜日 　下校から午後５時 59 分

　延長保育 （要申請） 　午後６時～７時

　長期休暇 ・ 学校代休 　午前８時～午後６時

月 行事 月 行事

４ 　入所式 12 　クリスマス会

５ 　こどもの日
　　お楽しみ会 １ 　新年会

７ 　七夕会 ２ 　豆まき

８ 　夏祭り ３ 　お別れ

10 　いも煮会

募　集

おしらせ

町
立
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

２
月
19
日
（
金
）
の
整
形
外
科

診
療
は
休
診
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
立
病
院

（
☎
85

－

２
１
５
５
）

交
通
事
故
の
無
料
相
談
会

　

示
談
の
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

毎
月
第
４
日
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

長
井
市
民
文
化
会
館

▼
内
容　

事
故
全
般
の
対
処
方
法

・
過
失
割
合
・
自
賠
責
保
険
被
害

者
請
求
・
後
遺
症
異
議
申
し
立
て

な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
行
政
書

士
交
通
事
故
被
害
者
救
済
の
会　

高
橋
（
☎
88

－

９
２
０
６
）

「
無
料
債
務
整
理
相
談
会
」

の
お
知
ら
せ

　

借
金
返
済
に
お
困
り
の
か
た
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
町
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
も
後
援
し
て
い
ま
す
。

▼
い
つ

○
２
月
20
日
（
土
）

広告

　

午
後
１
時
～
４
時

○
３
月
20
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
４
時

※
開
催
日
前
の
水
曜
日
ま
で
に
予

　

約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ど
こ
で　

ろ
う
き
ん
長
井
支
店

▼
相
談
員　

ク
レ
サ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
司
法
書
士

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜

地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会
／
ろ
う

き
ん
長
井
支
店
内
（
☎
84

－

１
１

０
０
）

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

月
間
（
無
料
相
談
会
開
催
）

　

「
不
動
産
を
相
続
し
た
け
ど
、

手
続
き
が
分
か
ら
な
い
」
な
ど
、

相
続
登
記
に
関
す
る
無
料
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

▼
い
つ　

２
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

長
井
市
民
文
化
会
館

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
司
法
書

士
会
（
☎
０
２
３

－

６
２
３

－

７

０
５
４
）

自
動
車
の
検
査
・
登
録
手
続

き
は
お
早
め
に

　

年
度
末
は
窓
口
は
大
変
混
み
合

い
ま
す
の
で
、
自
動
車
の
継
続
検

査
や
、
名
義
変
更
、
抹
消
な
ど
の

登
録
手
続
き
は
、
お
早
め
に
お
済

ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

登
録
手
続
き
に
必
要
な
書
類
な

ど
の
案
内
は
、
山
形
運
輸
支
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
便
利
で
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp

://w
w

w
tb

.m
lit.go

.jp
/

to
h

o
ku

/yg/yg-in
d

ex.h
tm

■
手
続
き
案
内
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
運
輸
支
局
（
☎
０
５
０

－

５

５
４
０

－

２
０
１
３
）

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を

労
働
局
が
お
手
伝
い
し
ま
す

　

労
働
者
と
事
業
主
と
の
間
に
お

け
る
個
別
労
働
紛
争
（
例
え
ば
、

解
雇
・
労
働
条
件
の
引
下
げ
・
損

害
賠
償
・
い
じ
め
な
ど
）
の
解
決

の
た
め
、
相
談
や
助
言
・
指
導
、

紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ

ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
困
り
の

か
た
は
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
庁
時
間　

午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　

～
午
後
５
時
15
分

▼
閉
庁
日　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始

■
山
形
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ

ー
ナ
ー

　

山
形
市
香
澄
町
３
丁
目
２
番
１

号
／
山
交
ビ
ル
３
階
（
☎
０
２
３

－

６
２
４

－

８
２
２
６
）

平
成
22
年
度
電
気
通
信
サ
ー

ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
募
集

▼
応
募
資
格　

電
気
通
信
サ
ー
ビ

ス
に
関
心
の
あ
る
満
20
歳
以
上
の

か
た
。

▼
モ
ニ
タ
ー
に
お
願
い
す
る
こ
と

(1)
総
務
省
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー

　

ト
へ
の
回
答
（
年
２
回
予
定
）

(2)
各
地
域
で
開
催
す
る
モ
ニ
タ
ー

　

会
議
へ
の
出
席

▼
委
嘱
期
間　

６
月
１
日

　

～
平
成
23
年
３
月
31
日

▼
募
集
人
員　

１
２
０
人

▼
募
集
期
間　

３
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　
　

～
４
月
２
日
（
金
）

▼
応
募
方
法　

は
が
き
ま
た
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
送
信
用
紙
に
「
モ
ニ
タ

ー
希
望
」
と
明
記
し
、
裏
面
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、

職
業
、
応
募
の
動
機
な
ど
を
記
入

し
、
東
北
総
合
通
信
局
あ
て
お
送

り
く
だ
さ
い
。

▼
選
考
結
果
の
通
知　

選
考
さ
れ

た
か
た
に
の
み
通
知
し
ま
す
。

▼
謝
礼
金　

モ
ニ
タ
ー
に
は
別
途

謝
礼
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

東
北
総

合
通
信
局
電
気
通
信
事
業
課
（
☎

０
２
２

－
２
２
１

－

０
６
２
８
／

フ
ァ
ッ
ク
ス
０
２
２

－

２
２
１

－
０
６
１
３
）

◎
「
ハ
イ
チ
地
震
救
援
金
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
１
月
13
日
に
発
生
し
た
ハ
イ
チ
地
震
に
お
け
る
救
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

▼
受
付
期
間　

３
月
31
日
（
水
）
ま
で　

▼
受
付
場
所　

日
本
赤
十
字
白
鷹
町
分
区
（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）　

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福
祉
係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）



広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所　　  氏　　名  　年齢

横田尻　梅　津　昭　榮　81

高　玉　遠　藤　吉　子　60

鮎　貝　小　口　五　郎　91

鮎　貝　鈴　木　七四郎　51

鮎　貝　渡　辺　と　も　88

荒砥乙　熊　坂　與　吉　97

十　王　田　中　伸　一　69

横田尻　舩　山　　隆　　60

【1月1日～1月28日届出】
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思
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温
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日
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真
冬
日
�
逆
戻
�
�
�
�
�
不
安
定

�
天
候
�
続
�
�
�
�
�

�
先
月
�
荒
砥
高
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生
�
企
業
�
�

�
除
雪
作
業
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�
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�
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�
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活
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�
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広
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深
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�
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�
�
�
作
業
�
取
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�
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�
�
�
�
地
域
�
根
付

�
�
伝
統
�
文
化
�
含
�
�
�
�
町

�
�
�
�
�
�
資
源
�
地
域
�
�
�

�
守
�
�
�
�
�
�
�
大
切
�
�
実

感
�
�
�
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�

�
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�
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

住所 父母の名 子の名

畔　藤 新野
大 蒼

そう

　介
すけ

真　紀

高　玉 金田
規　嗣 菜

な

々
な

心
み

恵　子

山　口 菅
悟 康

こう

　介
すけ

咲　子

下　山 新野
幸　一 暖

はる

　空
く

麻衣子

鮎　貝 黒澤
太 虎

たけ

　斗
と

美　紀

N
o.1034

2010-2
-12

　　氏　　　名　　　  住所

（沼　澤　松　喜　　萩　野

　　　　有　子　　韓　国

（衣　袋　裕　也　　畔　藤

長谷部　美　恵　　長井市

ご結婚おめでとう

みんなで広げる
信　通

サ
ークル

輪

soul  stampede  crew（ソウル スタンピード クルー）

◆
結
成
は
い
つ
で
す
か
？

�
平
成
18
年
�
月
で
す
。

�
名
前
の
由
来
は
？

�
「
�
タ
ン
�
ー
�
」
�
は
家
畜

�
�
�
群
�
を
�
し
て
暴
走
す
る

�
い
�
意
味
で
、
私
た
�
�
�
�

�
�
�
強
い
�
�
ー
�
魂
を
持
�

た
い
�
い
�
�
�
で
付
け
ま
し
た
。

◆
メ
ン
バ
ー
構
成
は
？

�
23
歳
�
33
歳
�
10
人
（
町
外
含

�
）
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

�
�
�
�
で
�
�
イ
�
�
ン
�
を

見
て
、「
�
�
�
い
い
」
�
思
い
、

友
人
を
誘
�
て
は
�
�
ま
し
た
。

◆
ダ
ン
ス
の
お
も
し
ろ
さ
は
？

�
人
�
合
わ
せ
て
踊
�
た
�
、
�

�
で
踊
�
た
�
、
さ
ま
�
ま
�
�

タ
ー
ン
�
�
る
�
�
�
。
一
�
�

技
を
覚
�
る
ま
で
に
は
時
間
�
�

�
�
ま
す
�
、
決
ま
�
た
�
�
は

「
超
�
�
�
い
い
」
で
す
。

◆
活
動
内
容
は
？

�
毎
週
日
曜
、
夜
�
時
30
分
�
�

山
狭
体
育
館
で
練
習
し
、
年
�
�
�

回
�
�
、
置
賜
地
区
を
中
心
に
、

さ
ま
�
ま
�
イ
�
ン
�
�
�
�
�

ハ
�
�
�
�
で
踊
�
て
い
ま
す
。

◆
最
後
に
ひ
と
言

�
仲
間
�
楽
�
�
踊
�
�
�
�
�
�

興
味
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
��
大
歓
迎
��

一
緒
�
踊
�
�
�
�
�
�

VOL.2

ブレイクダンス（代表　原田　明さん）

のどか村まつり（平成 21 年６月）

担
当
…
総
務
課
情
報
係（
☎
85

－

６
１
２
１
）


